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が確認されたが、その後は10月まで新規の感染者は発

生せず、初シーズンにおける感染の規模は他の地域と

比較すると微々たるものであった。とはいえ、新興感

染症の感染予防の観点から、本学においても、2020年

４月20日から休講措置が取られ、翌週の27日からオン

ライン授業に切り替えられた。

　休講からオンライン授業開始までの１週間の間に、

学生に対しては、自宅のネットワーク環境調査とオン

ライン授業に向けたガイダンスを実施し、その中で学

生から挙げられたオンライン授業に対する不安事項に

対応する形で、各教員が授業準備を行った。

　教員に対しては、オンライン授業に関する説明会に

加え、学習管理システムを利用した教材の作成方法に

関する研修を複数回実施し、可能な限り多くの授業科

目においてオンラインでの授業継続を促した。

　オンライン授業は、準備の整った科目から週単位で

随時実施することとしたため、当初の時間割を大幅に

変更した変則的な時間割により実施され、時間割は毎

週更新された。

１．研究の背景と目的

　2019年末に発生し、2020年に入り未曽有の世界的な

大流行をみた新型コロナウイルス感染症は、大学を含

む教育の実践においても、世界各国で遠隔授業への急

速な転換が図られるなど、多大な影響を与えている

［Rapanta et al，2020］。文部科学省の調査［文部科

学省，2020］によれば、2020年４月10日時点で「遠隔

授業を実施する」としていた大学機関は全体の47.4%

であったが、５月12日時点ではこれが66.2%に達した。

５月20日時点では90%の大学機関で実際に遠隔授業を

実施しており、対面授業と遠隔授業の併用を合わせる

と、遠隔授業の実施機関は全体の96.8%におよぶ。４

月中旬からの１か月程度の期間に、全国的に急速な意

思決定と準備が行われていたことがわかる。

　美作大学・短期大学部（以後、本学とする）が位置

する岡山県津山市においては、2020年４月26日に市内

１例目、翌27日に２例目の新型コロナウイルス感染者
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　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、美作大学・短期大学部では、2020年４月27日の週から５週間にわ

たりオンライン授業を実施した。本稿では、対面授業再開後に実施した学生対象のアンケート調査の結果を報

告する。有効回答割合は79.1%であり、学修環境の問題や、学生の不測の事態への対応能力といった課題が浮か

び上がったものの、オンライン授業の受講に支障を感じた学生は少なく、積極性、質問のしやすさ、理解度か

らみたオンライン授業の満足度は比較的高かった。
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授業に突入したため、特に新入生がオンライン授業の

学習効果を対面授業と比較することが困難と考えられ

た。このため調査は、対面授業が再開された６月１日

の２週間後にあたる６月16日から、学内Eメールで回

答を呼びかける形で実施した。この時点までに、多く

の授業科目で少なくとも３回から４回の対面授業と、

最大４回のオンライン授業が実施されていたことにな

る。

　集合調査で実施することの多い通常の学内アンケー

ト調査とは異なり、回答率が各学生の学内メール確認

頻度に依存するため、回答可能期間は２週間持たせ、

回答期限は７月５日とした。

２．２調査票と設問

　本学で採用している学習管理システムWebClassを

用いて調査票を作成し、主にオンライン授業の受講環

境に関する事項と、学生が認識する授業の満足度に関

する事項を尋ねた。

　満足度の測定にあたっては、日本の大学で実施され

る一般的な授業評価アンケートの項目［永原　和夫ほ

か，2011］を参考にしつつも、学生の負担を最小限に

抑えるため設問は厳選し、満足度に関する設問は、受

講に際しどの程度支障があったか、積極性が保てたか

どうか、質問のしやすさや授業の理解度に変化がな

かったか、という４項目を設定した。設問内容は以下

に示すとおりである。

　設問１　教材を実行した環境：「スマートフォン」「パ

ソコン」「タブレット」「その他（自由記載）」からの

複数回答とした。

　設問２　通信制限の有無：オンライン授業を実施し

た2020年５月後半に通信制限が「かかっていた」「か

かっていなかった」「わからない」「スマートフォンを

所持していない」からの単一回答とした。

　設問３　「U25向け支援措置」への対応：各携帯電

話キャリアが実施した「新型コロナウイルス感染症の

流行に伴うU25向け支援措置」について、「申し込んだ」

「自動適用された」「知っていたが申し込まなかった」

「何のことかわからない」からの単一回答とした。

　１週目にあたる４月27日の週にオンライン授業が実

施されたのは、開講科目全体の20%程度であったが、

翌週には３分の１に達し、最終週の５月25日の週に

は、半数を超える科目がオンラインで開講された。こ

れにより、対面授業の再開後は、オンライン授業では

学修効果が担保できない性質の授業に優先的に補講期

間を割り振るなどして、2020年度前期のカリキュラム

消化に見通しが立った。

　教員にとっても学生にとっても初の試みであったオ

ンライン授業が、果たして対面授業と同等の学修効果

をもたらすことができたかどうかは、関心の高いとこ

ろである。

　オンライン授業の教育効果に関する先行研究として

は、熊本大学工学部で希望者を対象に実施されたオン

ライン授業に関するアンケート調査があり、対面授業

と同等あるいはそれ以上の教育効果があったと報告さ

れている［秋山　秀典ほか，2006］。しかし、今回の

新型コロナウイルス感染症に伴うオンライン授業は、

授業科目の性質やICT環境にかかわらず、すべての学

生と教員が半ば強制的にオンライン授業を余儀なくさ

れた点において、状況が全く異なる。

　そこで本学では、対面授業再開後に学生対象のアン

ケート調査を実施し、学生の認識するオンライン授業

の満足度から、オンライン授業の学修効果を測定する

ことを試みた。本稿は、このアンケート調査の結果を

報告するものであり、これにより本学におけるオンラ

イン授業の学修効果と課題を明らかにし、効果的なオ

ンライン授業のあり方を提示することを一義的な目的

とする。

２．方法

２．１調査対象および調査方法

　調査は、2020年６月時点で美作大学・短期大学部お

よび大学院に在籍していた学生1,086名全員を対象と

した。

　本学では、2020年度前期の授業を平常通りの日程で

４月13日に開始したものの、各科目で15回ある授業の

うち１回目あるいは２回目を終えた時点でオンライン
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トを作成し、IDに含まれる学籍番号情報から学年お

よび学科を抽出した。

　設問１の回答をもとに、オンライン授業の受講にス

マートフォンのみを使用した群（以後、「スマートフォ

ン群」）と、PC他の機器を使用するか、またはそれら

の機器とスマートフォンと併用した群（以後、「PC他・

併用群」）」の２群に分けた。

　設問４の回答をもとに、何らかの形でWebClassを

利用した学生の割合を算出した。

　設問５は順序を反転させ、１が「大いに支障あり」、

２が「やや支障あり」、３が「あまり支障なし」、４が

「まったく支障なし」とした。さらに「全く支障なし」

と「概ね支障なし」を「支障なし群」、「やや支障あり」

と「かなり支障あり」を「支障あり群」として２群に

分けた。

　設問５から設問８（順序尺度）の回答の合計点をもっ

て「満足度」と定義した。

　定義した「満足度」および、満足度を構成する４つ

の要素である支障の程度、積極性、質問のしやすさ、

理解度について、それぞれを各群間で比較した。さら

に、満足度を構成する４つの要素の相関関係を検討し

た。

　順序尺度による変数の群間比較を行う際にはマン・

ホイットニーのU検定を、満足度の群間比較には対応

のある２標本t検定または一元配置分散分析を行った。

　統計処理にはSTATA SE 16を使用した。

１．結果

３．１回答割合

　回答期限の2020年７月５日までに、863名から回答

を得た。このうち無効回答４（オンライン授業を受講

していないなどの理由により、属性以外の情報が得ら

れなかったもの）を除いた有効回答数は859で、有効

回答の割合は、在籍者数から休学者を除いた調査対象

者1,086人の79.1%を占めた。

３．２教材を実行した環境（設問１）

　オンライン授業をスマートフォンのみで受講したの

　設問４　授業で使用した環境：履修科目のうちオ

ンライン授業が実施された科目で使用した環境とし

て、「WebClassの動画」「WebClassの音声」「Zoom」

「Googleハングアウト」「E-mail」「LINE」「その他（自

由記載）」から複数回答とした。

　設問５　支障の程度：オンライン授業の受講に際

し、「かなり支障があった」「やや支障があった」「概

ね支障がなかった」「全く支障がなかった」の４件法

とした。

　設問６　授業への取り組み：対面授業との比較で、

オンライン授業に「まったく積極的に取り組めなかっ

た」「あまり積極的に取り組めなかった」「対面授業と

変わらなかった」「やや積極的に取り組めた」「かなり

積極的に取り組めた」の５件法とした。

　設問７　質問のしやすさ：対面授業との比較で、オ

ンライン授業において質問が「かなりしにくかった」

「ややしにくかった」「変わらなかった」「ややしやす

かった」「かなりしやすかった」の５件法とした。

　設問８　授業の理解度：対面授業との比較で、オン

ライン授業では理解度が「大幅に下がった」「やや下

がった」「変わらない」「やや上がった」「大幅に上がっ

た」の５件法とした。

　設問９　オンライン授業で有効と感じた事項：「非

常に有効」「有効」「あまり有効でない」「有効でない」

の４件法で、「配布資料をWebClassで見られる」「授

業のスライドがWebClassで見られる」「授業の動画

を授業後も視聴できる」「授業の音声を授業後も聞け

る」「WebClass等で授業時間中に質問を書き込める」

「WebClass等で授業時間以外に質問を書き込める」

の各項目について有効性を尋ねた。

　設問10　自由記載：オンライン授業を受講した感想

を自由に記載してもらった。

２．３変数と分析方法

　今回使用したWebClassによるアンケート調査は、

回答時に記名は不要だが、集計時に学籍番号をもとに

したIDと氏名が表示されるため、分析には、回答か

ら氏名を削除し匿名化したデータを用いてデータセッ
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　一方で、動画や音声以外のWebClassの利用（資料

添付、タイムライン、チャットなど）は少なく（回答

数21）、レポート課題という形態の授業も見られた（回

答数10）。

３．５支障の程度（設問５）

　オンライン授業の受講に際し、回答者がどの程度支

障を感じたかを表３に示した。「概ね支障がなかった」

と「全く支障がなかった」を合わせると、回答者の

80%以上に達し、かなり支障があったと感じた回答者

は回答者全体の1.4%にとどまった。

　次に、オンライン授業の受講における支障の有無

が、使用した機器の種類と関わるかを検証するため、

設問１の回答から定義した「スマートフォン群」と「PC

他・併用群」の２群でχ2検定を行ったところ、「PC他・

併用群」では「支障あり」と回答した者が16.1%であっ

た一方で、「スマートフォンのみ群」では23%であり、

その割合が有意に高かった(p=0.012)。

は、回答者全体の39%で、特に入学直後にオンライン

授業に突入した１年生の間で、スマートフォンのみと

回答した学生の割合が目立ち（46%）、上級生におい

ても30%～38％の学生がスマートフォンのみで受講し

ていた（表１）。

３．３「新型コロナウイルス感染症の流行に伴うU25

向け支援措置」への対応（設問２、設問３）

　所有するスマートフォンの通信制限および、「新型

コロナウイルス感染症の流行に伴うU25向け支援措

置」への対応については、通信制限を自覚していた学

生は全体の１割程度であった。通信制限がかかってい

たか不明と回答した学生も１割弱いたが、78.9%の学

生が通信制限はなかったと回答している。通信制限の

有無に関わらず、支援措置を「知っていたが申し込ま

なかった（申請なし）」、あるいは「何のことかわから

ない（わからない）」と回答した学生が大多数を占めた。

　また、通信制限を自覚しながら申し込みをしなかっ

た者、支援措置の存在を把握していなかった者がそれ

ぞれ49名と30名いた（表２）。

３．４授業で使用した環境（設問４）

　 オ ン ラ イ ン 授 業 で 使 用 し た 環 境 と し て は、

WebClassの動画（回答数770）および音声（回答数

652）が多かった。また、回答者の93.7%にあたる805

名が何らかの授業や課題でWebClassを利用していた。

　LINE（回答数313）、E-mail（回答数285）、Google

ハングアウト（回答数237）、Zoom（回答数217）な

ども比較的よく使われていた。

スマートフォン PC他・併用

１年生 122（46.2） 142（53.8）

２年生 96（38.7） 152（61.3）

３年生 55（30.2） 127（69.8）

４年生 60（36.6） 104（63.4）

全学年 333（38.8） 525（61.2）

大学院生１名（PC他または併用）を除外した。
括弧内は全体に占める割合（%）

申請なし 455

通信制限なし 383

通信制限あり 49

通信制限不明 23

自動適用 59

通信制限なし 45

通信制限あり 6

通信制限不明 8

申請あり 32

通信制限なし 18

通信制限あり 13

通信制限不明 1

わからない 308

通信制限なし 230

通信制限あり 30

通信制限不明 48

スマートフォンの所持なしの３名と無回答の２名を除
外した。

表１　スマートフォンのみで受講した学生の割合

表２　U25向け支援措置と通信制限
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　表６には、定義した満足度の平均値を、学年、学科、

オンライン授業で使用した機器による２群において比

較した結果を示した。

　満足度は、学年やオンライン授業で使用した機器に

よる群間での違いは認められなかったが、学科間では

統計的に有意な違いが認められた。

　表７に、満足度を構成する４つの要素の順位相関係

数を示す。

　支障の程度、積極性、質問のしやすさ、理解度は、

いずれの組み合わせも５%水準で有意な相関関係にあ

り、特に積極性と理解度の相関係数が、ほかの組み合

わせと比較して強く、質問のしやすさと積極性、理解

度と質問のしやすさも、これらの項目の組み合わせの

中では比較的強い相関関係が示された。

３．６オンライン授業の満足度（設問５～８）

　表４に、オンライン授業の満足度として、「満足度」

の定義に使用した４項目、すなわち設問５～８でリッ

カートスケールによる回答を得た項目のうち、残りの

３項目（積極性、質問のしやすさ、理解度）の平均値と、

満足度の平均値を示した。また、３項目については４

または５と回答した者、満足度については12ポイント

以上の人数（割合）を示した。満足度は、支障の程度

は「支障なし」に含まれる回答（３または４）、積極性、

質問のしやすさ、理解度については、いずれも４また

は５と回答した場合に12ポイントとなる。

　その結果、対面授業と比較してむしろ積極性、質

問のしやすさが向上したと回答した学生が40%を上回

り、理解度が向上したと回答した学生も24%に達し

た。満足度は最大で19ポイントになるが、12ポイント

以上の回答者が75%を占めた。

　さらに、オンライン授業の受講に「支障あり群」と

「支障なし群」の２群間において、満足度を構成する

ほかの要素（オンライン授業への積極的取り組み、質

問のしやすさ、理解度）の値を比較し、表５に結果を

示した。いずれの項目も、「支障あり群」の得点の方

が有意に低い傾向が認められた。

平均値 4以上

積極性 3.27±0.99 357（4.1.7）

質問のしやすさ 3.24±1.05 359（41.9）

理解度 2.90±0.91 206（24.0）

満足度 12.55±2.63 814（75.1）*

*満足度は12以上
括弧内は全体に占める割合（%）

回答数

全くなし 291（33.9）

概ねなし 405（47.2）

ややあり 150（17.5）

かなりあり 12（1.4）

弧内は全体に占める割合（%）

支障あり 支障なし p

積極性 2.89±1.05 3.36±0.96 <0.01

質問のしやすさ 2.92±1.20 3.31±1.00 <0.01

理解度 2.51±0.88 2.99±0.89 <0.01

平均値 p

１年生 12.78±2.72 n/s

２年生 12.27±2.63

３年生 12.70±2.51

４年生 12.43±2.61

食物学科 13.12±2.62 <0.01

児童学科 12.41±2.55

社会福祉学科 12.45±2.23

栄養学科 11.78±2.99

幼児教育学科 12.19±2.76

専攻科 9.1±2.85

スマートフォンのみ 12.53±0.15 n/s

PC他・併用 12.57±0.11

表４　オンライン授業の満足度

表３　支障の程度 表５　支障の有無と満足度を構成する要素

表６　各群における満足度の比較
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質問できないため、人目が気になって躊躇してしまう

ケース、メールなどで教員に質問しなければならず、

自分の質問を文章で表現することが難しいと感じた

ケースが目立った。さらに、物理的には質問はしやす

いものの、すぐに回答が得られないなどの理由で不便

さを指摘する学生もいた。

　懸念された機器やインターネット環境の問題（音声

が途切れる、動画が再生できない、通信制限、印刷で

きないなど）を挙げた学生は66名いたが、その多くは、

若干のトラブルは発生したものの、それほど支障はな

かったと結論付けており、オンライン授業開始前は不

安が大きかったものの、始まってみれば順調に受講す

ることができ、ICT機器の操作への苦手意識や不安を

克服し、自信をつけることができたケースが多数見ら

れた。

　授業時間内に扱う分量が多く、時間内に終わらな

い、ノート整理に膨大な時間が取られたといった意見

も44件あった。教員の話すスピードや雑音が気になっ

たという意見も若干見られた。

　対面授業と比較してオンライン授業の方が集中して

受講できたという意見が41件、逆に、周囲に人がいな

い環境で画面に向かって受講するスタイルではモチ

ベーションの維持が難しく、集中できなかったとする

意見が29件あった。

　機器や通信環境のトラブルで出席確認ができなかっ

た、欠席扱いになってしまったのではないかという不

安や、出席確認の方法が統一されていないことへの不

満など、出欠に関する記述が合わせて29件あった。

　また、通学や教室の移動にかかる時間がなくなった

ことで、時間を有効に使うことが出来るようになっ

た、体力的に楽になったという意見も22件あった。一

方で、オンライン授業で液晶画面を見る時間が圧倒的

に増えたことで、目に不調を来たした例や、スケジュー

ルの変更や補講などで休みがほとんど取れないことか

ら、疲れを訴えた例も、合わせて10例と少ないながら

もあった。

　ごく少数ではあるが、スライドのみで音声での説明

がないもの、資料を提示して自習させる形式の授業、

３．７オンライン授業で有効だった事項（設問９）

　挙げられた項目「配布資料をWebClassで見られる」

「授業のスライドがWebClassで見られる」「授業の動

画を授業後も視聴できる」「授業の音声を授業後も聞

ける」「WebClass等で授業時間中に質問を書き込める」

「WebClass等で授業時間以外に質問を書き込める」

について、「非常に有効」「有効」を合わせると、いず

れの項目も90%以上の学生がその有効性を認識してい

た。特に、WebClassの動画、音声、授業スライドが

繰り返し利用できることの有効性が高く認識されてお

り、これらの項目については回答者全体の60%以上が

「非常に有効」と回答した。

３．８オンライン授業を受けた感想（設問10）

　有効回答数859のうち85%にあたる727名から回答を

得た。

　半数以上の403名が、オンライン授業の利点として、

オンライン授業の教材を駆使し、自分のペースで学修

できること、教材を繰り返し利用し復習できることを

挙げていた。こうした復習に適した環境を享受する一

方で、科目によっては、教材の利用が授業時間のみに

限定されていたり、利用回数が制限されていたりとい

う授業もあり、これが不便であったと指摘する学生も

33名と少なくなかった。

　次いで指摘の多かった利点として、質問のしやすさ

がある。対面授業と比較して意見を発表しやすい、教

員との距離が近い、双方向の授業を新鮮に感じたとい

う意見と合わせて97名いた。一方で、逆にオンライン

授業では質問がしづらいと感じた学生も36名と少なく

なかった。主な理由として、チャットなどでは匿名で

支障 積極性 質問 理解度

支障 1.0000

積極性 0.2568* 1.0000

質問 0.1393* 0.3455* 1.0000

理解度 0.2516* 0.5271* 0.3227* 1.0000

*５%水準で有意

表７　満足度の構成要素による順位相関



─ 85 ─

回答者の２割に満たず、多くの学生が概ね問題なくオ

ンライン授業を受講できたと言える。当初懸念された

とおり、スマートフォンのみでの受講した場合に、他

の機器を併用する方法に比べ、支障を感じた者の割合

が高かった。

　また、支障を感じた回答者は、授業への積極的な関

与や質問のしやすさ、理解度が、支障を感じなかった

回答者に比べていずれも低い水準であり、受講に何ら

かの問題があった場合に満足度が低下していた。

　しかし、使用した機器の種類による積極性や理解

度、質問のしやすさの認識の違いはなかったことか

ら、使用する機器の種類が、直接満足度に影響するわ

けではないことには注目すべきだろう。オンライン授

業開始に先駆けて実施した「オンライン授業環境調

査」等において、学生のパソコン所有やWifi環境に

ついておおよその実態が判明していたため、本学では

多くの教員が、スマートフォンのみで受講する学生に

配慮し、授業形態を工夫するなどの対応を行った。ま

た、必要に応じて厳重な感染対策を講じた上で、図書

館を開館し、事前申請のあった学生に情報教室での受

講を認めるという対応も行った。本調査で示されたよ

うに、スマートフォンのみで受講した場合にも満足度

が低下しなかったのは、こうした工夫が功を奏した結

果と考えられる。

　オンライン授業の受講に支障があったと回答した学

生は少数派であったとはいえ、支障の有無が授業の満

足度に影響を与えていたことから、今後またオンライ

ン授業を実施する場合にも、引き続き学生の学修環境

への配慮と、支障を取り除くための技術的支援は不可

欠である。

　本研究では、オンライン授業における支障の程度、

授業への取り組みの積極性、質問のしやすさ、理解度

の4つの要素の合計を満足度と定義した。満足度は、

学年よりも学科で顕著な違いがあり、これはオンライ

ン授業の学修効果が、学科を特色づける授業科目の性

質の影響をより受けることが原因と考えられる。

　本研究で定義した満足度を構成する４つの要素は、

いずれの組み合わせも有意に相関しており、相互に影

出席確認のみの授業に対する不満が挙げられたほか、

「オンライン授業らしいことはしなかった」と感じた

回答者もいた。

４．考察

　本学で実施されたオンライン授業は、今回実施した

調査から、高い満足度を示した回答者の割合が75%と

高く、学修効果は概ね高かったと結論付けられる。

　本調査は、有効回答の割合も79.1%と比較的高く、

広く学生の声を拾い上げたものであると言えるが、無

回答バイアスの可能性も否定できない。今回、オンラ

インで実施されたアンケートに回答するために必要な

知識と技術は、オンライン授業の円滑な受講に必要な

知識と技術と共通するものである。本調査の結果は、

無回答者の中に、オンライン授業の円滑な受講が困難

だった学生が含まれている可能性をふまえて解釈する

ことが必要である。また、教育上の課題として、こう

したアンケート調査で表面化しない、無回答者が抱え

ているかもしれない問題を明らかにし、適切な支援を

行っていくことが、今後の課題である。

　オンライン授業を開講するにあたり、本学ではパソ

コンを所有していない学生が相当数おり、スマート

フォンの小さな画面で授業動画や資料を視聴するよう

な不便な環境において、授業効果に問題がないか、と

いう点が、最大の懸念材料であった。

　本学では、２年生以上であってもスマートフォンの

みで受講している学生が一定数おり、上級生に対して

もBYOD（ノートパソコン等の必携）を前提とする

オンライン授業を前面的に実施することができないこ

とは明らかである。

　通信環境については、各携帯キャリアが実施した自

動適用によって、そもそも通信制限が生じなかった

ケースが多かったことが推測され、この自動適用に助

けられた部分が大きいと言える。こうした自動適用に

助けられず、通信制限に気づきながら適切な対応が出

来なかった学生が一定数いることから、学生の不測の

事態への対応能力を向上させることが課題と言える。

　オンライン授業の受講に際して支障を感じた学生は
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　一例として、対面授業では聞き逃していたかもしれ

ない情報を、動画や音声などを繰り返し利用すること

で逐一拾うことが出来るようになり、情報量が急激に

増えたため、分量が多すぎると感じたと考えられる

ケースが複数あった。これを不満に思い、オンライン

授業の問題点として挙げる学生がいた一方で、オンラ

イン授業の環境下では復習がしやすくなったことによ

り、勉強時間が急激に増えたとしても、理解を深めら

れた点を肯定的にとらえていた学生も少なくなかっ

た。

　同様に、一人きりで自律して勉強しなければならな

い環境下における集中力の問題や、わからないときに

教員や同級生に聞くことが出来ないといった環境の変

化に対する戸惑いを、オンライン授業の短所と捉える

学生もいれば、逆に周囲に誰もいない環境の方が集中

できたと感じ、長所と捉えた学生も少なからずいた。

　初の試みということもあり、本学で実施されたオン

ライン授業の形態は様々であった。また、実習、実験、

演習の多い本学の学科の性質上、本来、オンライン授

業では学修効果が担保できない科目も少なくない。

2020年４月27日の週から５週間にわたる本学における

オンライン授業は、３週目の５月11日の週には全科目

の47%が実施されてていたが、オンライン授業に適さ

ない科目が多いなどの理由から、学科によるばらつき

も多かった（32%～57％）。オンライン授業を実施し

た教員も、同じ時期に52%に達していたが、授業実施

状況や授業内容、オンライン授業の形態は、各学科、

各学年、各学生で一様ではない。履修内容により、い

わゆる「オンライン授業」とはかけ離れた授業しか経

験できなかったと感じた学生が一部いたことは、設問

10の記載からも見て取れる。

　とはいえ、調査結果が示す比較的高い満足度から、

多くの学生が良い変化を経験できたものと考えられ

る。もっとも顕著な変化の一つに、否が応でも日々オ

ンライン授業に取り組んだ経験を通じて成しえたICT

機器の扱いに対する苦手意識の克服があるだろう。

　これは教員側も同様であり、それまで一部の教員の

間でしか利用されていなかった学修管理システムの利

響し合っていると考えられる。したがって、一つの要

素の向上が、ほかの要素の向上を引き起こす可能性が

あると言えよう。

　技術的、学術的支援の提供により、学生が感じてい

る支障を取り除くことが、学生の積極性や理解度の向

上につながるだろう。学生の積極的な授業への取り組

みを促す手段としては、今回の調査で明らかになっ

た、学生が特に有効と感じた授業形態が参考になる。

学生は特にWebClassによる動画、音声といった対面

授業に近い形態で実施される授業を有効と感じ、逆に

視聴覚的情報のない、自習形態の授業や、教材の利用

に制限が設けられている場合に戸惑いを感じることが

示唆された。繰り返し視聴できる動画、音声、スライ

ドの掲示などを採用することが、学生の積極的な授業

への関与につながることはもちろん、授業のより良い

理解にも役立つだろう。

　ここで、満足度を構成する要素の一つである質問の

しやすさについて考察したい。設問７においては、普

段の授業と同じかまたは質問しやすかったと回答した

学生が大多数を占めたが、「かなりしにくかった」と

答えた回答者も少なくなかった。チャットやメールな

どの積極的な利用により、物理的な質問のしやすさが

向上したという肯定的な意見が目立った一方で、質問

者が特定されるチャットやタイムラインで質問するこ

とを躊躇するという回答者も少なからずいることが窺

えた。これはオンライン授業固有の問題と言うより

は、大学教育の在り方の問題であり、授業において質

問や発言をすることの意図や重要性について理解を促

す機会を設ける必要があるかもしれない。とはいえ、

他人の目を気にする学生の心情を理解し、無記名で質

問できるような方法を採用することも、満足度の向上

に効果的だろう。

　自由記載とした設問10では、少数ではあるが、オン

ライン授業に対する戸惑いや不満の声もあがった。ど

のようなことに不満を覚えるかは、学生個人の特性に

よるところも大きく、同じ状況下においても、困難を

自身の成長の糧に転換できる学生と、困難に押しつぶ

されてしまう学生がいるものと考えられる。
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ンケート調査に協力して下さった学生の皆さんに感謝

の意を表します。
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用が急増したことは、業務の効率化という観点からも

望ましい変化であったと言えよう。

　何より、オンライン授業への取り組みは、教育方法

を見直す良い機会であったはずである。対面授業以上

に周到な準備を行うことで、授業の質が向上したこと

はもちろん、授業ごとに学生のフィードバックを取っ

ていた教員が、学生の声を随時ほかの教員と共有する

といった、迅速な情報共有の動きも多く見られた。

　従来に比べ飛躍的に学習管理システムの活用が増え

たことで、配付資料やスライドの提供、繰り返し視聴

できる動画や音声を用いた復習、積極的な質問といっ

た、オンライン授業で特徴的だった利点を、学生は通

常の授業においても享受することができるようになっ

た。学生、教員の双方が、この経験から得た知識と技

術をもって、例えば体調不良時などの状況において、

休講や欠席措置に代わる手段を、容易に提案できるよ

うになるようになるかもしれない。

　本稿執筆時点の2020年10月には、津山市において６

か月振りに新型コロナウイルス感染症の４例目が確認

されたのを皮切りに、にわかに新規感染者数が増加し

つつある。新型コロナウイルス感染症感染拡大の脅

威は終息しておらず、また、2002年の重症急性呼吸

器症候群（SARS）、2009年の新型インフルエンザA/

H1N1の世界的大流行も示す通り、今後も新興感染症

が流行するだろうことは容易に予見できる。

　本学におけるオンライン授業の実践の経験を整理し

記録として残すことは、こうした感染症の流行時にお

けるオンライン授業の導入はもちろん、平常時におけ

るオンライン授業の活用にも一定の示唆を与えるもの

と考える。
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